
青山学報［230］December, 2009  60

時
代
や
地
域
を
問
わ
ず
、
官
僚
は
統
治
機
構
の
中

核
に
位
置
し
、
徴
税
を
は
じ
め
、
政
策
を
支
え
る
存

在
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。

わ
が
国
で
近
代
的
な
官
僚
制
が
整
備
さ
れ
た
の
は
十

九
世
紀
末
の
こ
と
で
あ
る
が
、
植
民
地
帝
国
と
し
て

の
展
開
、
敗
戦
と
占
領
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
官
僚

制
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
、

日
本
社
会
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。他
方
、

今
日
ほ
ど
、
官
僚
へ
の
批
判
が
強
ま
っ
た
時
代
も
か

つ
て
な
か
っ
た
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
官
僚
へ
の
関
心
の
高
ま
り
の

中
で
、
近
年
、
歴
史
学
や
政
治
学
の
領
域
で
議
論
さ

れ
る
こ
と
の
多
い「
帝
国
」論
を
交
錯
さ
せ
な
が
ら
、

本
学
文
学
部
史
学
科
の
教
員
を
中
心
と
し
た
共
同
研

究
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
・
イ
ン
ド
、
そ
し

て
日
本
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、各
地
域
の
官
僚
（
制
）

の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
企
図
し
た
論

集
で
あ
る
。

帝
国
と
官
僚
を
め
ぐ
る
問
題
群
は
、
ま
ず
、
イ
ギ

リ
ス
帝
国
の
植
民
地
高
等
文
官
制
度
に
焦
点
を
あ
て

た
平
田
雅
博
「
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
官
僚―

植
民
地
高

等
文
官
制
度
の
変
遷
」（
第
一
章
）
と
ス
ペ
イ
ン
帝
国

の
メ
キ
シ
コ
植
民
地
に
お
け
る
地
方
官
僚
を
考
察
し

た
安
村
直
己
「
十
八
世
紀
ス
ペ
イ
ン
帝
国
に
お
け
る

地
方
官
僚―

近
代
的
統
治
の
技
法
と
ス
ブ
デ
レ
ガ
ー

ド
」（
第
三
章
）に
よ
っ
て
問
題
の
構
図
が
示
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
植
民
地
帝
国
に
お
け
る
官
僚
制
と

の
比
較
の
視
座
と
し
て
、
中
華
帝
国
を
対
象
と
す
る

相
田
洋「
中
華
帝
国
の
官
僚
制―

そ
の
変
遷
と
特
徴
」
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（
第
五
章
）
と
イ
ン
ド
の
ム
ガ
ル
帝
国
を
対
象
と
す

る
小
名
康
之
「
ム
ガ
ル
帝
国
の
官
僚―

十
六
〜
十
七

世
紀
の
帝
国
の
宰
相
」（
第
四
章
）
の
事
例
が
検
討
さ

れ
る
。

ま
た
、
十
九
世
紀
に
近
代
国
家
へ
の
歩
み
を
進
め

た
日
本
と
ド
イ
ツ
の
事
例
と
し
て
、
日
本
に
つ
い
て

は
、
小
林
和
幸
「
近
代
初
期
の
日
本
官
僚
制―

人
員

統
計
か
ら
見
た
明
治
期
の『
官
制
改
革
』を
中
心
に
」

（
第
六
章
）、
黒
沢
文
貴
「
帝
国
日
本
の
軍
事
官
僚―

大
正
期
陸
軍
官
僚
の
『
革
新
』
化
」（
第
七
章
）、
ド

イ
ツ
は
十
九
世
紀
に
焦
点
を
絞
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の

事
例
が
、
割
田
聖
史
「
十
九
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お

け
る
『
帝
国
官
僚
』―

ポ
ー
ゼ
ン
州
長
官
を
事
例
に
」

（
第
二
章
）
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る
。

本
書
は
歴
史
学
の
領
域
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
タ

イ
ム
リ
ー
な
問
題
を
と
り
あ
げ
、
今
後
の
比
較
研
究

（
国
際
比
較
、
な
い
し
は
同
一
地
域
に
お
け
る
変
化

の
分
析
）
の
基
礎
を
き
づ
い
た
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

植
民
地
帝
国
と
し
て
の
日
本
に
つ
い
て
は
、最
近
、

岡
本
真
希
子
『
植
民
地
官
僚
の
政
治
史
』（
三
元
社
、

二
〇
〇
八
年
）
や
松
田
利
彦
・
や
ま
だ
あ
つ
し（
編
）

『
日
本
の
朝
鮮
・
台
湾
支
配
と
植
民
地
官
僚
』（
思
文

閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
の
成
果
が
出
さ
れ
て

い
る
。

本
書
が
明
ら
か
に
し
た
論
点
は
、
今
後
、
帝
国
官

僚
制
度
の
あ
り
方
や
植
民
地
統
治
と
の
関
係
な
ど
の

視
点
か
ら
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授
）


